
薩摩鶏

【県内生息地】鹿児島県（地域を定めず指定）

【種 別】国指定天然記念物

【指定年月日】昭和 年８月 日18 24

江戸時代に鹿児島藩内で作り出された闘鶏の一種で，古くは薩摩地鶏と呼ばれていた。

雄の体重は４ 弱ときわめて大きく，風貌も勇ましい。蹴爪に剣をつけて闘鶏に用いkg
たため 「剣付鶏」とも呼ばれる。現在では，もっぱら観賞用として飼育されている。，

薩摩鶏はその羽色によって，赤笹，白笹，白色，浅黄，黒色の系統にわかれるが，現在

よく保存されているのは赤笹と白笹である。

起源については，小国という日本の鶏とシャム（現在のタイ）から移入したシャモとの

交配で作り出されたと推定されているが，はっきりしたことはわかっていない。


